
EGFR 阻害剤の皮膚症状に使うお薬について 

 
 

EGFR 阻害剤（ベクティビックス・アービタックス）を使用すると高い頻度で

皮疹（ざ瘡様皮膚炎）・皮膚乾燥などの皮膚症状が現れてきます。そのた

めあらかじめ予防や治療のためのお薬をお持ち帰りいただきます。発現

する部位によって使用されるお薬が変わってきます。以下にお薬と使用

方法についてご説明します。 

 

 

 

 

◎皮膚の乾燥を防ぐために使うお薬（予防） 

 

 

   

 

 

 

（使用方法）　1 日 2 回　からだ全体に塗ってください。（頭は除
く） 

（　効果　）　肌を保湿して皮膚の乾燥を予防します。 

いわゆる「保湿剤」です。 
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◎皮疹（ざ瘡様皮膚炎）が出てから使い始めるお薬（治療） 

（症状が出るまでは使用しないお薬） 

 

 

　 

 

（使用方法）　1 日 2 回　顔に塗ってください。 

（症状が現れた部分にだけ） 

（　効果　）　皮膚の炎症を抑えるお薬です。 

 

 

  　 

 

 

（使用方法）　1 日 2 回　頭に塗ってください。 

（症状が現れた部分にだけ） 

（　効果　）　皮膚の炎症を抑えるお薬です。 

 

 

 

 

 

 

（使用方法）　1 日 2 回　からだに塗ってください。 

（症状が現れた部分にだけ） 

（　効果　）　皮膚の炎症を抑えるお薬です。 

 

上記の治療のお薬は、ステロイド外用薬と呼ばれるお薬です。 

ステロイド外用薬はなるべく皮疹部のみに薄く塗るようにしましょう。 

（注意）保湿剤とステロイド外用薬の塗る順番は、 

①保湿剤→②ステロイド外用薬です。 

 

また、上記のお薬を使用していても、かゆみが強くなったり、皮疹がひどく
なったりする場合には主治医にご相談ください。 

 

 

※院外でお薬を受け取る場合は、お薬の名前が異なっていることが 

あります。詳しくは、院外薬局にてお尋ねください。
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